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地方会．新潟市, 2017.8.26 
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59.山中崇之．小児菌血症における基質拡張型βラクタマーゼ産生菌のタイピング．第 49 回
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61.小川洋平．Sensor augmented pump(SAP)慮法におけるトレンドの精度の検討． 第 60
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3.佐々木直. 小児期発症バセドウ病における重症筋無力症の合併の検討. 第 2 回東日本小児

内分泌次世代リサーチミーティング. 東京, 2017.3.4 

4.長崎啓祐. 萎縮性甲状腺炎の長期身長予後の検討. 第 2 回東日本小児内分泌次世代リサー

チミーティング. 東京, 2017.3.4 

5.長崎啓祐. 成長曲線を用いた学校保健 ～現場の混乱と医療機関での対応～（講演） 小

児 GHD Lily Web シンポ, 新潟市, 2017.3.6 

  6.長崎啓祐. ストレンジック補充中に骨折をきたした低ホスファターゼ症の 2 例. HPP

症例検討会. 東京. 2017.5.14 

7.長崎啓祐. ヌーナン症候群の ABC.ノボノルディスク MR 勉強会.新潟市, 2017.8.30 
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26.小川洋平．特別講演「1 型糖尿病と共に生きることを考える～子供から大人まで絶え間

ない支援を～」．東京女子医大ヤングの会 クリスマス勉強会 ，東京, 2017.12.９ 

27.山中崇之．小児科医が伝えたいワクチンの話．武蔵野赤十字病院 感染症科レクチャー、
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28.山中崇之．「発熱、意識障害、発疹の３歳女児」．第 48 回 IDATEN インタラクティブケ

ースカンファレンス、東京、2017.3.4 

29.山中崇之．グラム陰性桿菌の AMR～ESBL と AmpC～．第 6 回東京小児感染症サマー

セミナー、東京、2017.7.15 

  

 

その他 

1.長崎啓祐. 萎縮性甲状腺炎. 見て学ぶ小児内分泌疾患. No.7 

2.長崎啓祐. 低ホスファターゼ症（HPP)ってどんな病気？ はっぴーママ新潟版 7・8 号 

vol. 76:p.7, 2017 

3.長崎啓祐. GH 治療導入時の患者指導.新潟大学医歯学総合病院の取り組み Kokua vol.25 

p.8-9, 2017 

4.齋藤昭彦. 子どもの予防接種と集団生活 新潟日報 2017.4.5 

5.齋藤昭彦. 小児血液培養のあり方 日経ラジオ  2017.4.19 
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